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万
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働
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団
結
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反
帝
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反
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号
外

７
月
１
日
、
戦
争
の
た
め
の
閣
議
決
定
を
許
さ
な
い
と
首
相
官
邸
前
で
抗
議
の
声
を
上
げ
る

青
年
・
学
生
を
先
頭
に
社
会
変
え
よ
う

改憲・戦争許さぬ大運動を改憲・戦争許さぬ大運動を

制
、
初
期
の
社
会
主
義
思
想
。
小
林
多
喜

二
の
小
説
『
蟹
工
船
』
の
感
想
文
コ
ン
テ

ス
ト
選
考
委
員
を
務
め
、『
私
た
ち
は
い

か
に
「
蟹
工
船
」
を
読
ん
だ
か
』（
遊
行

社
）
を
編
集
。
主
な
著
書
は
『
多
喜
二
の

時
代
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
』（
新
日
本

出
版
社
）、『
小
林
多
喜
二
の
手
紙
』（
岩

波
文
庫
）、『
特
高
警
察
』（
岩
波
新
書
）、

『「
戦
意
」
の
推
移
―
国
民
の
戦
争
支
持

・
協
力
』（
校
倉
書
房
）。

改
憲
・
戦
争
・
原
発
・
首
切
り
の
安
倍
を
と
も
に
倒
そ
う
！

主
催
／
安
倍
を
と
も
に
倒
そ
う
！
集
会
実
行
委
員
会

●
記
念
講
演　

荻
野
富
士
夫
さ
ん
（
小
樽
商
科
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
「『
蟹
工
船
』
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　

韓
国
・
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部　

チ
ョ
ヨ
ン
ナ
ン
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
「
労
働
者
民
衆
が
望
ま
な
い
戦
争
と
原
発
は
な
く
す
べ
き
」

●
コ
ン
ト　
　

松
元
ヒ
ロ
さ
ん
「
ア
ベ
こ
べ
政
治
を
ひ
っ
く
り
返
そ
う
！
」

●
代
表
呼
び
か
け
人
あ
い
さ
つ
／
８
・
17
宣
言
／
動
労
千
葉
、
動
労
水
戸
か
ら
の

　

特
別
ア
ピ
ー
ル
ほ
か

８・８・
1717
日
比
谷
大
集
会

日
比
谷
大
集
会

日
比
谷
公
会
堂

＊
参
加
費
５
０
０
円

（
東
京
・
日
比
谷
公
園
内
）（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
／
歌
と
詩
の
朗
読
）

８
月
17
日（
日
）午
前
11
時
開
場
、
正
午
開
会

撃
と
対
決
し
、
１

０
４
７
名
解
雇
撤

回
闘
争
を
貫
く
Ｊ

Ｒ
の
労
働
組
合
。

鉄
道
の
安
全
を
破

壊
す
る
外
注
化
・

非
正
規
職
化
や
被

曝
労
働
の
強
制
に

反
対
し
、
ス
ト
ラ

イ
キ
で
闘
う
。

　

日
本
近
現
代
史
専
攻
。
研
究
分
野
は
戦

前
・
戦
後
を
と
お
し
た
戦
争
と
治
安
体

　
【
代
表
呼
び
か
け
人
】

西
川
重
則
（
と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
！
百

万
人
署
名
運
動
事
務
局
長
）
／
高
山
俊
吉

（
弁
護
士
、
憲
法
と
人
権
の
日
弁
連
を
め

ざ
す
会
代
表
）
／
鈴
木
達
夫
（
弁
護
士
）

／
杉
井
吉
彦
（
ふ
く
し
ま
共
同
診
療
所
医

師
）
／
吉
本
伸
幸
（
東
京
西
部
ユ
ニ
オ
ン

委
員
長
、
鈴
木
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
分
会

書
記
長
）
／
椎
名
千
恵
子
（
３
・
11
反
原

発
福
島
行
動
実
行
委
員
会
）

域
本
部
は
組
合
員
20
万
人
。
１
〜
２
月
、

民
主
労
総
は
鉄
道
労
組
の
23
日
間
ス
ト
に

続
き
、「
鉄
道
民
営
化
阻
止
・
労
働
弾
圧

粉
砕
・
パ
ク
ク
ネ
政
権
打
倒
」
を
掲
げ
て

ゼ
ネ
ス
ト
、
７
月
に
10
万
人
の
ス
ト
を
敢

行
。
４
月
の
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
は
新

自
由
主
義
が
根
本
原
因
だ
と
弾
劾
し
て
闘

っ
て
い
る
。
来
日
す
る
チ
ョ
ヨ
ン
ナ
ン
さ

ん
は
南
北
統
一
事
業
を
担
当
す
る
ソ
ウ
ル

本
部
統
一
委
員
長
。

業
。
そ
の
後
、
日
本
テ
レ
ビ
「
お
笑
い
ス

タ
ー
誕
生
!!
」
に
出
場
し
、
第
４
回
オ
ー

プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー

ズ
で
優
勝
し
た
。
１
９
８
８
年
、
コ
ン
ト

集
団
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」
の
結

成
に
参
加
。
98
年
に
独
立
。
自
ら
を
日
本

国
憲
法
に
見
立
て
た
一
人
芝
居
「
憲
法
く

ん
」
や
、
時
の
首
相
、
政
治
家
の
物
ま
ね

コ
ン
ト
で
痛
烈
に
政
治
を
風
刺
し
て
人
気

を
博
し
て
い
る
。

　

韓
国
の
全
国
民
主
労
働
組
合
総
連
盟
は

80
万
人
を
擁
す
る
全
国
組
織
。
ソ
ウ
ル
地

　

法
政
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業

後
、
パ
ン
ト
マ
イ
マ
ー
と
な
り
全
国
を
巡

　

鈴
木
達
夫
さ
ん
は
弁
護
士
。
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

番
組
制
作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
、
元
日
放
労

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
労
組
）
長
崎
分
会
委
員
長
。
今

年
２
月
の
都
知
事
選
に
立
候
補
し
、「
１

千
万
人
の
怒
り
で
ア
ベ
倒
そ
う
！
」
と
訴

え
て
健
闘
し
た
。

　

動
労
千
葉
と
動
労
水
戸
は
、
労
働
運
動

の
破
壊
を
狙
っ
た
国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻

国境を越えた団結で戦争を阻止／福島の怒りと団結して全原発廃炉／労働者の団結で社会を変える！

８月17日（日）正午／東京・日比谷公会堂
労
働
運
動
と
国
際
連
帯
で
安
倍
倒
せ

労
働
運
動
と
国
際
連
帯
で
安
倍
倒
せ

主
な
講
演
者・出
演
者

主
な
講
演
者・出
演
者

●
小
林
多
喜
二

研
究　
　
　

韓
国
・
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部

●
パ
ン
ト
マ
イ
マ
ー

物
ま
ね
コ
ン
ト　

鈴
木
達
夫
さ
ん
、動
労
千
葉
、動
労
水
戸

鈴
木
達
夫
さ
ん

動
労
千
葉
ス
ト
（
５
月
）

動
労
水
戸
ス
ト
（
５
月
）

革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟

革
共
同
は
何
を
め
ざ
す
か

７
０
０
円
＋
税

発
行
／
前
進
社

綱
領
草
案

綱
領
草
案

● ●

■
「
自
衛
」
口
実
に
帝
国
主
義
が
戦
争

　

８
月
17
日
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で

「
改
憲
・
戦
争
・
原
発
・
首
切
り
の
安
倍

を
と
も
に
倒
そ
う
！
大
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
安
倍
政
権
へ
の
怒
り
は
全
国
に

沸
騰
し
て
い
ま
す
。
戦
争
に
突
き
進
む
安

倍
政
権
を
打
ち
倒
し
、
青
年
・
学
生
を
先

頭
に
社
会
を
根
本
か
ら
変
革
す
る
新
た
な

大
運
動
を
こ
こ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

安
倍
政
権
は
７
月
１
日
の
閣
議
決
定
を

も
っ
て
憲
法
９
条
を
解
体
し
、
全
世
界
に

「
宣
戦
布
告
」
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
戦
争

で
も
、
戦
争
に
な
れ
ば
殺
し
あ
う
の
は
各

国
の
労
働
者
・
兵
士
同
士
で
す
。
利
益
を

得
る
の
は
一
握
り
の
資
本
家
で
す
。「
国

家
の
自
衛
」
を
口
実
に
す
る
い
か
な
る
戦

争
に
も
絶
対
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
末
期
帝
国
主
義
の
絶
望
的
延
命
策
と

し
て
の
新
自
由
主
義
は
破
産
し
、
全
世
界

で
戦
争
に
よ
る
虐
殺
と
破
壊
が
進
行
し
、

労
働
者
の
失
業
と
超
低
賃
金
が
限
界
を
こ

え
、
さ
ら
に
民
営
化
・
非
正
規
職
化
、
社

会
保
障
の
切
り
捨
て
と
生
活
破
壊
が
進
ん

で
い
ま
す
。
原
発
事
故
や
戦
争
で
、
私
た

ち
の
命
ま
で
も
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
労
働
者
階
級
の
決
意
と
行
動

に
、
世
界
の
未
来
は
か
か
っ
て
い
ま
す
。

■
怒
り
と
行
動
を
ひ
と
つ
に
し
て
！

　

最
大
の
問
題
は
、
１
９
８
０
年
代
の
国

鉄
の
分
割
・
民
営
化
を
起
点
と
す
る
新
自

由
主
義
攻
撃
で
労
働
組
合
が
破
壊
さ
れ
、

労
働
者
の
団
結
が
奪
わ
れ
て
き
た
こ
と
で

す
。
新
自
由
主
義
を
打
ち
破
り
、
闘
う
労

働
組
合
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
、
そ
し

て
国
境
を
越
え
た
労
働
者
民
衆
の
国
際
連

帯
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
―
―
そ
れ
が
戦
争

を
阻
止
し
、
社
会
を
変
革
す
る
道
で
す
。

　

労
働
組
合
・
学
生
自
治
会
を
先
頭
に
、

あ
ら
ゆ
る
怒
り
と
行
動
を
ひ
と
つ
に
し
て

８
・
17
集
会
へ
大
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

松
元
ヒ
ロ
さ
ん

荻
野
富
士
夫
さ
ん
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◆
全
原
発
廃
炉
・
核
廃
絶
を

　

８
月
５
日
、
広
島
市
東
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
全
原
発
廃
炉
・
核
廃
絶
ヒ

ロ
シ
マ
世
界
大
会
」
が
開
か
れ
た
。

　

韓
国
か
ら
参
加
し
た
「
核
な
き
世
界

の
た
め
の
医
師
会
」
の
キ
ム
イ
ク
ジ
ュ

ン
さ
ん
は
「
３
・
11
後
の
日
本
の
闘
い

に
注
目
し
て
い
た
。
ふ
く
し
ま
共
同
診

療
所
の
取
り
組
み
を
知
り
、
ぜ
ひ
会
い

た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
語
り
、「
韓

国
で
原
発
を
な
く
す
た
め
に
は
、
日
本

で
全
原
発
廃
炉
の
闘
い
が
必
要
で
す
」

と
連
帯
闘
争
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

韓
国
か
ら
は
民
主
労
総
の
３
人
の
労

働
者
も
来
日
し
、
民
営
化
・
外
注
化
阻

止
、
非
正
規
職
撤
廃
へ
日
韓
労
働
者
の

連
帯
闘
争
を
推
し
進
め
た
。

◆
原
爆
ド
ー
ム
前
で
大
集
会

　

８
月
６
日
の
朝
は
43
年
ぶ
り
の
大
雨

の
中
、
午
前
７
時
す
ぎ
原
爆
ド
ー
ム
前

に
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
８
・
６
ヒ
ロ

シ
マ
・
ア
ピ
ー
ル
集
会
が
始
ま
っ
た
。

　

被
爆
二
世
の
中
島
健
さ
ん
が
「
既
成

の
原
水
禁
運
動
は
安
倍
来
広
を
弾
劾
し

な
い
。
青
年
を
戦
争
に
動
員
し
よ
う
と

す
る
安
倍
を
許
せ
る
か
！
」
と
声
を
高

め
た
。
福
島
、
沖
縄
な
ど
か
ら
怒
り
の

発
言
が
続
い
た
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

８
時
15
分
に
黙
と
う
を
行
っ
た
後
、

「
首
相
式
典
出
席
弾
劾
・
中
国
電
力
包

囲
デ
モ
」
に
出
発
。「
集
団
自
衛
権
弾

劾
！
」「
戦
争
・
改
憲
の
安
倍
を
倒
そ

う
！
」
と
、
怒
り
の
コ
ー
ル
が
安
倍
を

直
撃
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
広
島
県
立
総
合
体
育
館

で
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
大
集
会
が

開
か
れ
、
１
１
７
０
人
が
参
加
し
た
。

　

基
調
提
起
に
立
っ
た
谷
口
恭
子
事
務

局
長
は
、
自
ら
の
解
雇
争
議
の
中
で

「
８
・
６
と
労
働
組
合
運
動
は
ひ
と
つ

の
闘
い
。
闘
う
労
働
組
合
を
つ
く
る
こ

と
が
戦
争
を
阻
止
す
る
道
だ
」
と
語
っ

た
。
さ
ら
に
広
島
の
保
養
運
動
や
闘
う

労
働
者
か
ら
の
発
言
が
続
い
た
。

　

動
労
千
葉
の
田
中
康
宏
委
員
長
は

「
貪
欲
な
資
本
家
と
政
治
家
の
戦
争
は

労
働
者
に
と
っ
て
な
ん
の
利
益
も
な

い
。
全
世
界
の
労
働
者
の
団
結
で
資
本

家
を
打
ち
倒
そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

◆
平
和
公
園
へ
市
内
を
デ
モ

　

集
会
後
、
福
屋
を
包
囲
し
て
平
和
公

園
ま
で
デ
モ
行
進
。
平
和
記
念
資
料
館

前
で
８
・
17
日
比
谷
集
会
代
表
呼
び
か

け
人
の
高
山
俊
吉
弁
護
士
が
、「
７
・

１
閣
議
決
定
に
対
す
る
労
働
者
民
衆
の

答
え
は
８
月
17
日
の
大
集
会
だ
。
安
倍

政
権
に
怒
っ
て
い
る
多
く
人
の
参
加
を

実
現
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
の
デ
モ
は
、
進
む
先
々
で
圧
倒
的
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

機
動
隊
の
弾
圧
を
は
ね
の
け
、
８
・
17
安
倍
倒
せ
！
大
集
会
の
チ
ラ
シ
を
受
け
取

り
、
デ
モ
隊
に
手
を
振
り
、
声
援
を
寄
せ
る
青
年
た
ち
が
続
出
し
た
（
６
日
）

　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
福
島
の
怒
り
を
ひ
と
つ
に
、
労
働
運
動
と
国
際
連
帯
の

力
で
全
原
発
廃
炉
・
核
廃
絶
を
と
訴
え
て
被
爆
69
周
年
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
が

意
気
高
く
闘
い
ぬ
か
れ
た
。「
69
年
前
、
い
ま
私
た
ち
が
立
っ
て
い
る
こ
の
地
で
引

き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
、
今
も
続
く
放
射
能
と
の
闘
い
、
被
爆
者
の
無
念
と
怒
り
―
―

そ
の
す
べ
て
を
胸
に
刻
み
込
み
、
安
倍
倒
せ
の
怒
り
の
デ
モ
へ
！　

た
だ
今
か
ら
新

た
な
行
動
を
お
こ
し
ま
し
ょ
う
！
」（
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ピ
ー
ル
）。
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
７
・
１
閣
議
決
定
で
戦
争
に
突
き
進
む
安
倍
政
権
へ
の
怒
り
が
沸
騰
し

た
。「
許
す
な
改
憲
、
安
倍
倒
せ
！
」
の
闘
い
へ
、
新
た
な
運
動
が
始
ま
っ
た
。

デモの先頭でコールする城西工団労組のイムボ
ンナム委員長。右は谷口恭子事務局長（６日）

日韓軸に国際連帯で勝利へ

被
爆
69
周
年

８・
６
ヒ
ロ
シ
マ

〈
上
〉
ヒ
ロ
シ
マ
世
界
大
会
で
発
言
す
る
「
核
な
き
世
界
の
た
め
の
医
師
会
」
の
キ
ム
イ
ク
ジ
ュ
ン
東
国
大
学
医
学
部
教
授

〈
下
〉
福
島
か
ら
は
国
労
郡
山
工
場
支
部
の
橋
本
光
一
さ
ん
が
10
・
１
外
注
化
阻
止
を
闘
う
決
意
を
表
明
し
た
（
８
月
５
日
）

労働者国際連帯の力で戦争を阻止しようと誓ったヒロシマ世界大会（８月５日　東区民文化センター）

〈
右
〉
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
の
デ
モ
を
終
え
、
平
和
資
料
館
前
で
「
安
倍
を
と
も
に
倒
そ
う
！
８
・
17
集
会
」
に
向
け
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
！
〈
左
〉
原
爆
ド
ー
ム
前
か
ら
元
安
川
沿
い
に
式
典
方
向
へ
向
か
う
デ
モ
隊
（
８
月
６
日
朝　

広
島
・
平
和
公
園
）

集
団
的
自
衛
権
と
安
倍
に
怒
り

集
団
的
自
衛
権
と
安
倍
に
怒
り


